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参考:三折形式加盟店リスト（一部抜粋） 

※展開イメージ 
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秋田県では飲食事業者への支援事業として、「秋田県プレミアム飲食券」事業を、2020 年 6 月 10 日～9

月 15 日(2021 年 3 月 31 日まで延長)まで、2,800 円で 4,000 円分(30%)を 533 万枚(53 億円)を

実施し完売している。 

また、秋田市では「秋田市飲食応援クーポン」事業を、2020 年 9 月 15 日～2021 年 2 月 28 日まで、

5,000 円で 10,000 円分(50%)を 200 万枚(20 億円)を実施し完売している。 

 

このような状況の中で Go To Eat 事業を、2020 年 10 月 20 日から 500 万枚(50 億円)の販売を目指し

事業展開した。 

秋田県内では既に 73 億円が飲食支援として使われており、苦戦する事は想定していた。 

2021 年 2 月までの販売は毎月 1～3 億円程度で推移し、3 月以降は 3～5 億円、最終販売月の 10 月

は 8 億円と販売を伸ばし、事業開始からの総販売額は 42 億 8 千万円(消化率 85.6%)となった。 

コロナの感染拡大により販売及び利用期間の延長を 4 回行い、結果として 1 年間の取扱いを行った。 

コロナ禍の中で 1 年間続けられた事により、県内での外食への誘発効果があり、全体的に経済効果が大きな

事業となった。 

加盟飲食店や秋田県からも常連のお客様だけでなく、新規のお客様が来店され、全体として飲食店を利用さ

れたお客様が増えたと感謝されている。 

 

当初の事業計画では、回収食事券の管理・回収・精算データ作成業務を外注化する予定だったが、事務局

内にて内製化し作業した事により全体管理・回収・精算内容を把握、スピードのある事業運営ができたと思って

いる。 

内製化により追加の予算計上を必要とせず、1 年間継続する事ができた。 

また、食事券にバーコード印字する事により管理しやすく、1 枚毎に販売から使用店舗を把握でき、飲食店等で

の自己取引などの不正行為に対し牽制できたと思っている。 

 

    今回の事業により地元、秋田県の経済支援に貢献でき、有意義な事業を行う事が出来た。 

    尚、本事業における益金は秋田県庁と相談のうえ、飲食店の利用促進事業に活用することを予定している。 

2022 年度に Go To Eat の第 2 弾がある場合は、次回も実施させていただきたいと思っている。 

 

 

 

 

 

 

（９）事業の実施結果（成果）、所見 



24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）新聞記事抜粋 

秋田さきがけ新報（2020年 9月 29日） 秋田さきがけ新報（2020年 10月 21日） 



25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田さきがけ新報（2020年 10月 21日） 秋田さきがけ新報（2020年 11月 5日） 

秋田さきがけ新報（2020年 11月 25日） 




